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技術の概要
現在のリチウムイオン電池には、4 V 級の

酸化物系正極材料が用いられていますが、私た
ちは硫黄を多く含む金属硫化物が高容量材料
として有用であることを発見し、これまでに
報告例のない新しい硫化物系材料（Li2TiS3 や
Li3NbS4 など）を開発しました。図 1 には、
Li2TiS3 と Li3NbS4 のＸ線回折パターンと予
測される結晶構造を示しています。X 線回折パ
ターンから、開発材料がリチウムとチタン（ま
たはニオブ）がカチオンサイトに存在する岩塩
型構造であると同定できます。この発明の材料
は、リチウム二次電池用の電極材料として使用
できます。これまでの酸化物系の正極材料と比
較して電位が半分程度（2 V 級）ですが、容量

は 3 倍近い値を示します（図 2a）。これを電
極重量当たりのエネルギー密度に換算すると、
これまでの正極材料が約 600 Wh kg− 1 であ
るのに対して、この発明の正極材料は約 900 
Wh kg−1 と極めて高い値が得られました（図
2b）。

発明者からのメッセージ
この発明の正極材料を用いると、これまでよ

りも高エネルギー密度の二次電池を実現できま
す。軽量でコンパクトであることが求められる
電動工具や大型車両の電源としての実用化が期
待されます。現在、この材料をさらに高容量化、
高出力化するための研究開発を行っています。

適用分野：
●リチウム二次電池用電極
●電子伝導体
●イオン伝導体

図 1　今回開発した材料（Li2TiS3、Li3NbS4）の特性
Ｘ線（CuKα）によるＸ線回折パターンと結晶構造

図 2　この発明とこれまでの正極材料の充放電曲線（a）
と電極重量当たりのエネルギー密度（b）

リチウムイオン電池は最も高いエネルギー密度をもつ二次電池です。さらに高いエネルギー密
度の二次電池を開発するために、私たちは硫化物系の新物質（リチウムチタン硫化物およびリ
チウムニオブ硫化物）を開発しました。この発明は、これらをリチウム二次電池用の正極材料と
して用いることで、これまでよりも高エネルギー密度の次世代型二次電池を実現するものです。
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